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●● 調査の背景・目的・概要調査の背景・目的・概要

【背 景】

●有明海・八代海総合調査委員会報告（H18.12.21）において、「底質の泥化」の
要因のひとつとして「河川を通じた陸域からの土砂供給の減少」が指摘されている。

筑後川

有明海・八代海への流入一級河川

【筑後川の考察】
□ 流域の土砂生産量：
・ﾀﾞﾑ堆砂量より推計【土砂生産量３２万m3/年】

□ 河床低下、土砂の持ち出し：
・1953年より50年間で3300万m3の河床低下
・砂利採取は最盛期で年間200～300万m3/年

□ 掃流砂量の減少：
・芦田・道上の掃流砂量式による推測値【減少傾向】
（図4.4.6より、近年1～2万m3と推計）

※委員会報告P67 「②河川を通じた陸域からの土砂供給の減少」より抜粋
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●● 調査の背景・目的・概要調査の背景・目的・概要

（１） 筑後川流域全体の土砂収支計算より、
筑後大堰の通過土砂量を約13万m3/年と推計した。

（２） 筑後川下流域の土砂動態調査（観測）より、
下流域の土砂の分布、移動を確認した。

（３） 筑後川下流域の河床変動解析より、
H21年に年間10万m3を超える土砂が流出したものと推計した。

【結果概要】

【目 的】

●『土砂に関する知見の蓄積』として下記調査検討を行う。
１） 河川に堆積する土砂の量と質の把握。
２） 海域に流入する土砂の量と質の把握。

【調査内容】

・河川から海域へ供給される土砂についての調査を実施。
・河口域における土砂挙動等の調査及び流域全体の土砂収支の精度向上。

2



(1)(1)筑後川流域全体の土砂収支計算による、筑後川流域全体の土砂収支計算による、
筑後大堰の通過土砂量の推計について筑後大堰の通過土砂量の推計について

《《調査調査目的目的》》

・筑後川の土砂生産域から有明海への・筑後川の土砂生産域から有明海への連続性のある土砂収支の把握連続性のある土砂収支の把握

《《調査調査項目項目》》

・治水・利水ダム、砂防・治山ダムの実績堆積量をもとに流域の土砂生産量を推定・治水・利水ダム、砂防・治山ダムの実績堆積量をもとに流域の土砂生産量を推定

・定期縦横断測量による河道形状変化量と土砂持ち出し量の差分より、筑後・定期縦横断測量による河道形状変化量と土砂持ち出し量の差分より、筑後

大堰地点の通過土砂量を推計大堰地点の通過土砂量を推計

Ⅰ．松原ダム流域Ⅱ．下筌ダム流域

Ⅳ．玖珠川流域

Ⅲ．本川上流域

Ⅴ．本川中流域Ⅵ．本川下流域

治水・利水ダム 治山・砂防ダム

10 基 1,629 基

治水・利水ダム
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11.8万m3/年

8.2万m3/年

7.6万m3/年

4.1万m3/年

4.5万m3/年

3.1万m3/年

Ⅲ．本川上流域
Ⅴ．本川中流域

Ⅵ．本川下流域

Ⅱ．下筌ダム流域 Ⅰ．松原ダム流域

Ⅳ．玖珠川流域

■着色箇所

土砂生産域

（最大傾斜角が

7度以上のエリア）

(1)(1)筑後川流域全体の土砂収支計算による、筑後川流域全体の土砂収支計算による、
筑後大堰の通過土砂量の推計について筑後大堰の通過土砂量の推計について

【土砂生産量の推定】

・筑後川流域の地形・地質・降雨特性を整理した上で、土砂生産ポテンシャルの類似性が考えられる６ブロックに分割

●土砂生産量の推定： ※数値については、現在精査中のため変更する可能性がある。
→筑後川上流域における土砂生産量は約36万m3/年と推計される。 4



※１

※２

※３

※４
※５

※６

※７

※１ 土砂生産量：流域の土砂生産域を対象に治水ダム及び砂防・治山ダムの堆砂実績より推定 36.2 万m3/年
※２ ダム堆砂量：実績堆砂量を年代区分別に推定 14.8 万m3/年
※３ 砂防・治山ダム堆砂量：砂防台帳・土石流危険渓流カルテを基に堆砂量を年代区分別に推定 6.2  万m3/年
※４ 本川（支川）採取｛土砂持出量｝：筑後大堰上流での砂利採取量（河川改修による採取含む）の実績値を年代区分別に推定 1.1  万m3/年
※５ 砂（礫）分流入量：土砂生産量（※１）から堆砂量（※２，※３）を差し引いて算出 15.2  万m3/年
※６ 河道堆積：年代区分別に推定した河道形状変化量より採取量（※４）を差し戻して算出 1.7 万m3/年
※７ 筑後大堰通過量：（※５）ー（※４）ー（※６） 12.5 万m3/年

平成12年～平成20年

【調査結果】 ※数値については、現在精査中のため変更する可能性がある。

●土砂生産量
（H18時点） 32万m3/年

（本 検 討） 約36万m3/年 【同程度】
●河川から海域へ供給される土砂量

（H18時点） 土砂はほとんど流出していない。
（本 検 討） 土砂収支計算より年間10万m3を超える土砂が筑後大堰を通過と推計。

(1)(1)筑後川流域全体の土砂収支計算による、筑後川流域全体の土砂収支計算による、
筑後大堰の通過土砂量の推計について筑後大堰の通過土砂量の推計について

▲1.7万m3／年

36.2万m3／年

▲14.8万m3／年

▲6.2万m3／年

15.2万m3／年
▲12.5万m3／年

▲1.1万m3／年
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(2)(2)筑後川下流域における土砂動態調査（観測）筑後川下流域における土砂動態調査（観測）

《《調査目的調査目的》》筑後大堰下流の筑後大堰下流の砂の流下量砂の流下量、、堆積実態堆積実態を把握。を把握。

《《調査項目調査項目》》調査項目と各調査目的は以下に示すとおりである。調査項目と各調査目的は以下に示すとおりである。

《《調査調査期間期間》》平成１９年度～平成１９年度～

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

A：縦断水位観測
    洪水時及び平常時の水面形把握

水位観測を実施(5分間隔) 水位計設置 河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁ25ヶ所で実施

河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁ25ヶ所で実施

河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁ26ヶ所で実施

Ｂ：河床形状調査(深浅測量)
    洪水前後及び平常時の河床形状変化把握

深浅測量を実施 10k～23k間におい
て100ｍﾋﾟｯﾁの実施

河口～23kmで100m
ﾋﾟｯﾁに実施

河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁに実施

河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁに実施

Ｃ：河床堆積構造調査
    洪水前後における河床堆積構造の変化把握

柱状ｺｱｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 10km～23km間にお
いて8ｹ所で実施

河口～23kmで概ね2km
ﾋﾟｯﾁ､25カ所で実施

河口～23km付近の概ね
2kmﾋﾟｯﾁと海域の計26
カ所で実施

0km、2km、4kmの3測
線6カ所で実施

底質探査 10km～23km間にお
いて横断方向3測線
及び縦断方向流心部
のおいて実施

0km,4km,10km,14km,2
0kmの横断方向5測線
で実施

0km,4km.10.2km,14km
と海域の横断方向6測
線で実施

海域2測線及び0km、
2km、4kmの3測線計5
測線で実施

Ｄ：洪水時の河床低下状況調査
    洪水時の最大洗掘深及び河床高の時間変化把握

掃流ｾﾝｻｰ 4km,10.2kmの2カ所で
実施

2km,4kmの2カ所で実施

E：河床波調査
    河床波形状調査

河床波調査測量 4.2k～4.4k間で音響測
深機を用いた河床波調
査を実施

4.8km付近の平常時に
ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰでの調査
を実施
4km～5kmの約1kmの範
囲でﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑでの調査
を実施

4km～5kmの約1kmの範
囲でﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑでの調査
を実施
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(2)(2)筑後川下流域における土砂動態調査（観測）筑後川下流域における土砂動態調査（観測）

深浅測量（概ね2km

ピッチ）

筑
後
大

堰

0k

4k

坂
口
床

固

2k

筑後川下流土砂動態調査位置 (平成２２年度調査）

【調査結果】
（H18時点） 土砂はほとんど流出していない。
（本 検 討） 土砂の存在（分布）と移動を確認。

・洪水時の水面勾配は潮汐の影響により大きく異なる。
・河床には砂が存在し、砂と粘性土が複雑な互層構造となって堆積している。
・洪水時及び平常時に河床（砂）が移動している。
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早津江1,0k 早津江3,05k 早津江4.0k 早津江6.0k

瀬ノ下流量

有明タワー潮位

観測水位

約約3,3,40400m3/s0m3/s
（（7/147/14 1212::4400）） ＊流量については速報値

②②（（7/147/14 1212::4400））

③③（（7/147/14 1919::3300））

観測結果（7/13～7/16洪水時）

※※瀬ノ下流量ピーク時刻瀬ノ下流量ピーク時刻

※※ピーク発生後の干潮時ピーク発生後の干潮時
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①①（（7/147/14 1010::4545））
※※ピーク発生前の満潮時ピーク発生前の満潮時

坂口床固

①①（（7/147/14 1010::4545））

※※ピーク発生前の満潮時ピーク発生前の満潮時

坂口床固

②②（（7/147/14 1212::4400））

※※瀬ノ下流量ピーク時刻瀬ノ下流量ピーク時刻

坂口床固

③③（（7/147/14 19:3019:30））

※※ピーク発生後の干潮時ピーク発生後の干潮時

700,6
1

約=I

（坂口床固下流）

（坂口床固下流）

000,4
1

約=I

000,15
1

約=I

（坂口床固下流）

縦断水位

縦断水位観測・・洪水時及び平常時における水面形把握のため、河川の縦断水位観測（連続）を実施した。

(2)(2)筑後川下流域における土砂動態調査（観測）筑後川下流域における土砂動態調査（観測）《《H22H22年度調査結果年度調査結果》》

①

②

③

●縦断断水位観測
→洪水時の水面勾配は潮汐の影響により大きく異なる 8



(2)(2)筑後川下流域における土砂動態調査（観測）筑後川下流域における土砂動態調査（観測）《《H22H22年度調査結果年度調査結果》》

（TPm）出水前（6/19） 出水後（8/3）

（TPm）出水前（6/19） 出水後（8/3）

（TPm）出水前（6/17） 出水後（8/3）

（TPm）出水前（6/19） 出水後（8/3）

①
② ③
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コア採取（洪水後）
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6.154

PHWL=3.69
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① ②
③ ④

出水前横断（6/18）

出水後横断（7/20）

定期観測（10/27）

定期観測（12/20）

定期観測（2/22）

河床堆積構造調査・・洪水前後における河床堆積構造の変化を把握するため、柱状コアサンプリングを実施した。（0k,2k,4k）

調査結果（洪水前後コア比較図：４ｋ地点）

●河床堆積構造調査：
→河床には砂が存在し、砂と粘性土が複雑な互層構造で分布。洪水時及び平常時に河床（砂）が移動。 9



年間砂流出量概算

基本的な考え方と手法

・時空間的に密な水位観測，縦横断鉛直方向の河床材料観測が行われた平成21年
を対象とし，洪水時と平水時に分けて河床変動解析を行う。

・それぞれの流出土砂量を合算することで筑後川河口から有明海への年間
流出土砂量とする．

《《調査目的調査目的》》

年間流出土砂量の算定年間流出土砂量の算定

・直接観測が困難な筑後川河口から有明海への年間流出土砂量を、河床変動解析に

より推計する。

((３３))筑後川下流域の河床変動解析による筑後川下流域の河床変動解析によるH21H21年の年間流出土砂量の推計について年の年間流出土砂量の推計について

【調査結果】
（H18時点） 土砂はほとんど流出していない。
（本 検 討 ） 筑後川下流域の河床変動解析により、 H21年は年間10万m3を

超える土砂が流出したと推計。
→ 土砂収支計算による大堰通過土砂量 約13万m3/年 と同程度

10



-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5
6
7

0 50 100 150 200 250 300

水
位

(T
.P.

m)

経過時間

水位(筑後川河口) 水位(筑後大堰下流)

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9

0
5000

10000
15000
20000
25000
30000
35000
40000
45000

0 50 100 150 200 250 300

単
位
時
間
断
面
通

過
砂
量

(㎥
/S

)

累
加
排
砂
量
(㎥

)

経過時間

累加断面通過砂量(筑後川0k000) 累加断面通過砂量(早津江川0k000)
単位時間断面通過砂量(筑後川0k000) 単位時間断面通過砂量(早津江川0k000)

経過時間

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

4000

0 50 100 150 200 250 300

流
量

(㎥
/s)

経過時間

瀬ノ下流量 筑後川河口流量

河床変動解析～洪水時の場合～

●2009年洪水(6/30洪水(干潮時発生約3850㎥/s)＋
7/25洪水（満潮時発生約3650㎥/s)期間のハイドロを結合

水位・流量時系列と排砂量の関係（洪水時）

((３３))筑後川下流域の河床変動解析による筑後川下流域の河床変動解析によるH21H21年の年間流出土砂量の推計について年の年間流出土砂量の推計について

●河床変動解析～洪水時～：
→洪水１５日間で約４．５万m3の砂が流出

河床変動解析～平水時の場合～
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小潮時の排砂量は少ない
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●河床変動解析～平水時～：
→潮汐１サイクルで約０．２～０．３万m3の砂が流出

年間（洪水除く）で約６～７万m3の砂が流出

●小潮～大潮を含む平水時の潮汐サイクル（１５日間）

水位・流量時系列と排砂量の関係（平水時）

小潮時の排砂量は少ない
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【参考資料】

●九州地方整備局筑後川河川事務所ＨＰ
「筑後川土砂動態調査に関するワーキンググループ」掲載資料
http://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/torikumi/01-plan_course/01-d_7.html

●筑後川感潮域における洪水流と土砂移動【河川技術論文集，第１５巻，２００９年 】

●複雑な互層構造をなす筑後川感潮域における河床変動と有明海への
土砂流出量 【H23.9.8 全国土木学会発表】

●河床が互層構造をなす筑後川感潮域における洪水流による河床変動と
砂移動機構に関する研究 【河川技術論文集，第１６巻，２０１０】

●筑後川感潮域の洪水中の河床変動解析 【水工学論文集，第５５巻，２０１１年２月 】

●複雑な互層構造をなす筑後川感潮域における河床変動と有明海への土砂流出量
【土木学会第６６周年次学術講演会（平成２３年度）】

●● 参考資料参考資料
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●● 参考情報：参考情報：『『有明海・八代海流入一級河川水質等データ有明海・八代海流入一級河川水質等データ』』

①．「国土交通省九州地方整備局ＨＰ」へアクセス ②．「九州地方整備局 【河川部】」ページへ移動

『河川部をクリック』

『有明海・八代海流入一級河川

水質等データ』をクリック

・有明海・八代海に流入する一級河川の水質調査結果については
「有明海・八代海流入一級河川水質等データ」として九州地方整備局ＨＰに掲載。

《九州地方整備局HP→「河川部」→「有明海・八代海流入一級河川水質等データ」》
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/suisitu/index.html
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『『有明海・八代海流入一級河川水質等データ有明海・八代海流入一級河川水質等データ』』参照方法参照方法

③．「有明海・八代海 流入一級河川水質等ﾃﾞｰﾀ」ページへ移動

流量ﾃﾞｰﾀ

水質ﾃﾞｰﾀ

『地点をクリック』
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